



















デジタル無線補聴システムを 3 カ月以上使用している感音難聴児童・生徒 7 名 (平
均月齢 :106±29.5 カ月 )を対象とした。補聴器装用 5 名、人工内耳装用 2 名であり、




(マイク入力条件 )と、無線補聴システムの送信機マイク入力 (無線入力条件 )条件で
評価した。被検児の前方 45 度の位置に 2 台スピーカを設置し、左から検査語音 (67S
語表 )校正用雑音が 70dBSPLとなるようにオージオメータ出力を調整して呈示した。
右からスピーチノイズを呈示し、静寂化、SN 比 0dB、-5 dB、-10dB の４条件を採用
した。結果については、各入力条件の成績を比較した (一元配置分散分析 )。  
2)主観的評価 :被検児に、視覚的アナログスケールを用い通常教室での聞こえ、およ
び、聴取努力について、無線補聴システムの使用の有無での評価を求めた。後者は、
聞こえの感覚尺度 (SSQ:Gatehouse ら , 2004)の下位 3 項目 (14:集中、18:努力、19:注意、
低 1-高 10 点×3)であり、入力条件で比較した (Wilcoxon 順位和検定 )。  
【結果】  
語音明瞭度は、マイク入力条件では、静寂下 88.5±5.5%、SN 比 0dB:82.1±12.8%、
-5dB:72.8±14.3%、-10dB:62.8±17.5%と順次低下し、静寂下と SN 比 -10dB 条件間で差
は有意であった (F(3,6)=10.7, p＜ .01)。一方、無線入力条件では、SN 比 0dB:83.5±10.6%、
-5dB:81.6±15.3%、 -10dB:83.3±8.1%と静寂下との差はなかった (F(3,6)=1.3, p＞ .05)。
主観的評価は、 VAS では静寂下 100%に対し補聴器マイク入力条件で低下
(55.7±23.7%)したが、無線入力条件で差はなかった（ 95±5%, z=-3.1, p＜ .01)。SSQ で
も、マイク入力条件で聴取努力は著しく (13.5±4.9）、無線入力条件で低下した (2.8±1.8, 
z=2.8, p＜ .01)。  
【まとめと考察】  
無線補聴システムは、騒音下での語音明瞭度を 10-20%改善させ、特に SN 比 -10dB
の高雑音条件下で効果を示した。VAS では、聴取検査条件の差を反映して改善率 40%
と顕著であり、語音聴取改善と比べて高く、聴取努力の低減の関与が示された。無
線補聴システムの評価では、語音聴取成績に加え、児童・生徒の主観的な評価を用
いることの重要性を指摘できる。  
